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オオクビキレガイ Rumina decollata（Linnaeus, 1758）（アフリカマイマイ科 Achatinidae）は地中海沿

岸を原産とする移入種で（石田，2020）、国内では 1988年に北九州市から初めて記録された（湊・魚住，

1991）。山口県では 1992年に侵入が確認されており（増野，1992）、その後も専門家による精力的な調査

が実施され（保阪，1996；増野，2001，2008，2018，2019）、分布は県内全域に拡大していることがわか

っている。

筆者は数産地であるが県内で本種を採集・確認している。本種のより詳細な分布解明に寄与するため、

以下に報告する。

標本記録
1ex.，山口県宇部市沖宇部（33.833268, 131.235771），10‑VII‑2017.

1ex.，山口県宇部市藤曲 協和キリン（株）宇部工場 北東側（33.968544, 131.225154），19‑VII‑2017.

1ex.，山口県宇部市藤曲 宇部興産（株）東側（33.968544, 131.225154），19‑VII‑2017.

確認記録
2exs．（死骸），山口県岩国市牛野谷町（34.157771, 132.199752），23‑IV‑2018.

1ex.，山口県光市虹ケ浜（33.971762, 131.915978），10‑IX‑2018.

採集・確認者および標本（乾燥）の保管はすべて筆者である。宇部市では 3産地とも沿岸部の工業地帯

で、草地〜裸地環境で採集した。そのうち沖宇部では、植栽帯前の側溝で多くの死骸が確認された（図 1）。

岩国市では門前川堰堤駐車場の裸地で死骸を、光市では沿岸部の公園内に置かれたプランターの下側か

ら本種を確認した。光市からは初めての記録になるものと思われる。
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図 1．宇部市沖宇部の側溝におけるオオクビキレガイの生息状況（死骸） 図 2．宇部市藤曲産のオオ
クビキレガイ




